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無秩序相 ⅠOP1 ⅠOP2 XY COP
¢1(7T) - + + 1 2
¢1(7T/3) - - + 1 2
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x-去 (((pl-P2)2ト ((p l -P2))2), (3)
これは,もしXY相であればx～L2というサイズ依存性を示し,COPのような堅い相ではx～LO
というサイズ依存性示す.x～Lxとして,xのサイズおよび温度依存性を図4(a)に示す･ここで,
高温側の転移点付近ではx-2に近づく,これは見掛け上のXY相が現れていることを表している.
ここで,IOPlの領域ではサイズをあげていくにしたがってx-0に向かっていくことが確認でき
る(4(b))･ さらに温度をT-0･4と固定してさらに大きいサイズでのサイズ依存性を調べたのが
図である.すると,サイズを大きくして行くとxのサイズ依存性がなくなる事が確認できる.した
がって,IOPlはCOPと同様な相関長が有限で堅い相だという事がわかる.また,実際にIOPlの
領域で,4･2(7T/3)の境界条件の下で大きいサイズでの断面のスナップショットを見ると,図5のよう
にドメインウォール型の界面ができていることが確認できる.
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図5:4･2(q/3)の境界条件の下での断面のスナップショット･セルの色の濃さで各状態を区別してい
る.ドメインウォール型の界面が確認できる.
4 まとめと考察
我々は6状態一般化クロックモデルの秩序について調べた.このモデルでは,低温相はCOPであ
りが,中間相がでやすいパラメータに設定すると中間相としてIOPlだけが現れる事が解った.こ
の相は,COPと同じ相関長が有限な堅い相である事がわかった.
また,この結論は目方が次近接相互作用がある三角格子の平均場理論で得ていた,PD相に対応
する相であり,目方の平均場理論以降,PD相の正当性についてさまざまな議論がなされていたが,
我々の結果で,Z6対称性を持つモデルでPD相に対応する相が存在する事が確かめられたことに
なる.
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